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○はじめに 

 基礎研究は，「市民経済計算を活用した政策分析」をテーマに，平成 22年度は，

過去の基礎研究の結果を活かしながら，それをいかに政策形成に活用するかという

部分に主眼を置いた調査研究を行った。 

１ 問題意識（現状と課題） 

(1) 人口減少・少子高齢社会の進行と就業構造の変化 

  当研究所の平成 20年度基礎研究によれば，図1-1で示すとおり平成17年の 301

千人から 30年後の平成 47年には 18.5%減尐して 248千人となる。問題は単なる

人口減尐ではなく，年尐人口・生産年齢人口が 3～4割近く減尐し，老年人口は５

割以上増加するという尐子高齢化の進行にある。また，図 1-2で分かるように人

口減尐の要因は自然減の寄与が大きく，今後人口が増加し，尐子高齢化の進行が

止まると予想することは難しい。 

  その一方で，図 2-1，2で示すとおり常用雇用者は，第３次産業を中心に正社員

が減尐し，非正社員が増加する傾向にあり，雇用の不安定化による所得等の低下

が懸念されるところである。 

このように人口減尐・尐子高齢化の進行，就業構造の変化に伴い，今後市の税

収は漸減していくことが予想される。「選択と集中」の考えのもと，限られた財源

の中で行政サービスを安定的に，かつ過不足なく供給していくためには，市の各

種施策について，世代間公平等の長期的な視点も含めた負担と効果（便益）を的

確に見極めていくことが一層重要となる。 

 

 (2) 業績測定型行政評価の限界 

盛岡市においては，早い段階から行政評価を導入し，施策の成果指標を用い

た総合計画の進捗管理や事務事業などにＰｌａｎ→Ｄｏ→Ｓｅｅといったマネ

ジントサイクルを意識した仕組みを導入することで成果重視の行政運営に努め

ている。 

しかしながら，景気の低迷が続く中，盛岡市は積極的な産業振興政策等を講

じてきているが，こうした諸施策が地域経済や市民生活の向上にどれだけ寄与

したかは必ずしも定量的に把握されていない。このことは，市レベルにおいて

経済統計が十分に整備されていないことが１つの要因であると考えられる。 

現在市が取り組んでいる業績測定型行政評価では，１～３つの成果指標で施

策や事務事業等を評価しようとするものである。もちろん定性的な評価も併せ

て実施しているが，１度作成した評価シートは形骸化する傾向もある。また，

指標でみた場合，事務事業の実施から施策の成果の発現までの相関が弱いなど

すべてがうまく機能しているとはいえない。これの要因として施策等を的確に

評価するための定量的情報がない，施策体系に合わない事務事業の存在，事業

実施から成果発現までのタイムラグ，外部要因の影響などが考えられる 1)。 
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図 11 経済効果の流れ（学校建築の需要が 100,000千円増加した場合） （単位：千円） 

市内 市外

①

 ×投入係数

②

 ×自給率　　　

③

 ×逆行列係数

④

 ×粗付加価値率
 ×雇用者所得率

⑤

 ×市内就業者率

⑦

 ×消費転換率

⑧

 ×自給率

⑨

 ×消費支出パターン
 ×逆行列係数

⑩

 ×粗付加価値率
 ×雇用者所得率

⑪

市内需要額
19,223

市外需要額
32,743

15,851 22,539
生産誘発額

⑥雇用者所得合計

市内雇用者所得合計額 市外雇用者所得合計額

34,457 9,867

市内需要額
12,904

市外需要額

粗付加価値誘発額 うち雇用者所得誘発額
10,882 3,723 13人

直
接
効
果

需要額の増加（生産者価格）※1
100,000

原材料投入額 粗付加価値額 うち雇用者所得額
51,965 48,035 37,569

26,523 63,868

生産誘発額２
次
波
及
効
果 ①+④+⑩による就業者誘発数

１
次
波
及
効
果

生産誘発額 生産誘発額

6,789

粗付加価値誘発額 うち雇用者所得誘発額

14,480 6,755

消費支出推計額
19,692

 

  

※丸で囲んだ数値は「イ経済波及効果と計測の手順」の手順番号に対応している。 
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図 14 経済波及効果の流れ（Case1）               （単位：千円） 

市内 市外

①

 ×投入係数

②

×自給率　　　　　

③

 ×逆行列係数

④

 ×粗付加価値率
 ×雇用者所得率

⑤

 ×市内就業者率

⑦

 ×消費転換率

⑧

 ×自給率

⑨

 ×消費支出パターン
 ×逆行列係数

⑩

 ×粗付加価値率
 ×雇用者所得率

⑪

直
接
効
果

需要額の増加（生産者価格）
27,117

原材料投入額 粗付加価値額 うち雇用者所得額
20,619 6,498 3,039

１
次
波
及
効
果

生産誘発額 生産誘発額
23,711 6,481

粗付加価値誘発額 うち雇用者所得誘発額

16,496 4,157

２
次
波
及
効
果

2,573 3,221

粗付加価値誘発額 うち雇用者所得誘発額

市内需要額
18,611

市外需要額
2,009

市内需要額 市外需要額

⑥雇用者所得合計

市内雇用者所得合計額 市外雇用者所得合計額

5,594 1,602

消費支出推計額
3,197

2,095 1,102

1,767 604

①+④+⑩による就業者誘発数

3人

生産誘発額 生産誘発額

 
 

  (ｲ) 岩手県事業との相乗効果を見込んだ場合（Case2） 

   【岩手県事業の概要】 

・県産材を 10㎥以上利用した場合，借入額の 1%を助成 

（20㎥以上の場合は+10万円） 

（例）10㎥で 2,000万円の借入 2,000万円×1%＝20万円 

      20㎥で 1,500万円の借入 1,500万円×1%＝15万円 

 15 万円+10万円＝25万円 

    ・予算額 1,700万円 
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